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元の文字列 S の中の「1」を、第 n回目の写し nS において「1」と書き写す確率を na とする。 

第 n回目において「1」と書き写したとき、第 1n 回目に確率 q1 で「1」と書き写す。 

第 n回目において「0」と書き写したとき、第 1n 回目に確率 p で「1」と書き写す。 
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1 qp のとき pan 1 となる。 pqa 11 であるから pan  で一定。 
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元の文字列 S の中の「0」を、第 n回目の写し nS において「0」と書き写す確率を nb とする。 

同様に qbqpbqbpb nnnn  )1()1()1(1  

1 qp のとき qbn 1 となる。 qpb 11 であるから qbn  で一定。 

1 qp のとき 
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23 )()()( nn banC  で与えられる。 

1 qp のとき qbpa nn  , であるから 23)( qpnC  で、一定。 

1 qp のとき 20  qp であるから、 111  qp である。 

したがって、
qp

q
b

qp

p
a n

n
n

n 






lim,lim であるから 
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これは 1 qp のときと一致する。 

 

以上により、いずれにしても 
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